
HRD社では、先年、米国インスケープ・パブリシ

ング社のミネアポリス会議に出席し、米国における最

新動向を把握してきました。同社は、世界最大のディ

ストリビューター・ネットワークを持ち、人材開発事

業のリソースを提供する企業であり、当社のビジネス

パートナーです。

インスケープ社では、いま、時代の流れを的確に読

み取り、顧客のニーズに適応させたソリューションを

提供することに注力しています。変化の激しい時代に

あっては、個々のコンサルタントの個人的な経験や知

識だけでは、顧客のニーズに対応することができませ

ん。トレンドを総括的に把握し、英知を集約して開発

した最新かつ最先端のプログラムが求められていま

す。

インスケープ社は、インタビューやEPICのデータ

分析など直接的なリサーチと同時に同社が米国内に擁

する2300人もの独立研修コンサルタントのネットワー

クをフルに活用し、企業組織などの人材開発研修の現

場の変化、直面する問題などを情報収集、分析してい

ます。

その結果、研修現場では、ラーニング・テクノロジー、

グローバル化、コンプライアンス、投資に見合う研修

効果、研修時間の短縮などの対応に直面しており、ま

た、企業のヒューマン･リソース部門で決定権を握っ

ているのは、30歳代でITに強く、高学歴（MBA取得

者も多い）というプロフィールに変化してきています。

そして、HR部門では、組織戦略支援のためのクロス

ファンクションな研修プログラムの開発が求められて

いると同時に、プログラムの開発から導入までのスピ

ーディな展開が急務となっていることも判明してきま

した。

さらに、インスケープ社のメガトレンドとしては、

顧客の多くは、ハイタッチ、ハイコンセプチュアルワ

ーカー（課題解決型ワーカー）であり、人を資本とし

て捉え、育成開発することによってその価値が向上す

るヒューマンキャピタルマネジメント（人的資本マネ

ジメント）の重要性などが浮かび上がってきています。

最近発行されたASTD（American Society for

Training & Development・全米訓練開発協会）の最新

人材開発実態レポートは、このインスケープ社の報告

を裏づけるものでした。それによると、学習の投資効

果への期待、ラーニング・テクノロジーの導入、研修

効果の測定、グローバリゼーションの展開などが重要

課題として取り上げられています。さらに、米国の全

企業組織で人材開発に投資された金額は、年間1090億

ドル、そのうちの4分の3が社内研修で4分の1が外部研

修となっており、外部人材開発機関への投資が減少し

てきています。

HRD社では、欧米のトレンドを把握し、プログラ

ムに積極的に組み込みながら、国内マーケットニーズ

に適応した研修プログラムの実施、人材開発ソリュー

ション資源を提供してきました。

同時に、これまで人材開発のためのリソースを提供

し、実施してきたなかで、さまざまなノウハウが

HRD社内に蓄積されてきました。

経営管理者を対象にしたプログラムである

Visionary Leadership Seminarにインスケープ社の各

種自己分析教材を組み込んで、3万人以上に提供した

実績を持っており、その使い勝手や効用体験が積み重

なっています。

資格認定コンサルタントや社内資格認定者からの研

修トライ＆エラーを収集、人材開発ソリューションの

相談、質問、対応策を提供することが可能となってい

るのは、これらの実績によるものといえるでしょう。

HRD社では、DiSCを利用した業種別、目的別トレ

ーニングなどの研修実施体験をオープンにし、多くの

認定資格者による導入活用事例紹介などを通じて、研

修ノウハウを積極的に公開しています。

今後はさらに、最新情報の提供を含んだDiSCフォー

ラムの開催や資格者用サイトの充実を図っていきま

す。HRD社では、皆さまの人材開発研修をサポート

するために、常にドアをオープンにしています。どう

か、これからも積極的にHRDにかかわっていただき、

資源を活用していただきたいと存じます。

Vol.10

激変する最先端の研修トレンド HRD株式会社代表取締役　
韮原光雄

時代の流れを的確に掴んだプログラムが
求められている

HRD社の資源、ノウハウの蓄積を活用してほしい
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今回のDiSCフォーラムでは、いずれのレポート

も、HRD社が提供する人材開発リソースを極めて

実践的に有効活用したケーススタディとなりまし

た。

EPICは、急激に進展する情報化・IT化トレンド

に対応する最先端の学習ツールとして提供されてお

ります。EPICは2006年1月に日本語版がはじめて提

供され、現在、普及途上にありますが、その効能、

使い勝手を認識されている方はまだ限られていま

す。

フォーラムでは、当社のトレーニングコンサルタ

ント関本秀樹が、EPIC日本語版の開発状況につい

て報告するとともに、EPICのしくみやメリットを

説明しました。

フォーラムでレポートしていただいたのは、2006

年3月にEPICを導入した外資系金融会社で、導入の

経緯、実際にEPICを導入することによるメリット、

改善点など、リアリティに富んだ事例が発表され、

参加者はもちろん、当社にとっても貴重な事例発表

となりました。

TMP（Time Mastery Profile®）は、有効な時間

活用プログラムとして、人材教育の現場で使われて

います。HRD社取締役十亀敏明は、実際に組織に

TMPを導入するにあたっての「TMPファシリテー

ターキット活用法」を解説しながら、TMPがただ

単なる仕事の生産性を高めるツールにとどまらず、

時間の有効活用による自己実現の契機となること

に、このフォーラムで言及しています。

TMPを導入したAIG株式会社能力開発部の新條

千佳子氏は、導入の経緯から準備プロセス、対

HRDに対する改善提案まで、オープンにシェアし

ていただきました。

そして、DiSCによる研修と「効果性の8要素」を

病院の看護師のリーダーシップ研修に導入された聖

マリアンナ医科大学病院の伊藤正子氏からは、研修

前準備から研修スケジュールの実際、グループワー

クの実施までが事例発表されました。

DiSCフォーラムは、今回で2回目を迎えますが、

HRD社が提供したプログラムが、実際の人材研修

の現場でどのように活用されているのかを参加者が

具体的に知る絶好の機会となりました。フォーラム

の最後に開催された懇親会では、DiSCやTMPある

いはビジョナリー・リーダーシップの活用法につい

て活発な意見交換が行われていました。

第2回DiSCフォーラムが、多くの認定資格コンサルタント、企業の人材開発担当者などの
参加のもと、2006年8月30日に開催された。当日は、HRD社からインスケープ社のイン
ターネット経由による最先端学習ツール「EPIC（Electronic Profile Information
Center）のしくみ」の解説、「TMP（Time Mastery Profile®）ファシリテーターキット活
用法」が紹介され、これらのツールを導入した企業や病院の人材教育の現場でどのように活
用され、成果をあげているか、能力開発担当者や病院看護師長からの導入事例が発表された。

第2回DiSCフォーラム開催される
企業・組織の現場に導入された

DiSCプログラムの
実践的活用をシェアする

IT化トレンドに対応したEPICの導入と成果

TMP、DiSC研修などをオープンにシェア
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EPIC導入事例
EPICの機能をフル活用し、短時間で価値ある研修を開催

大手グローバル金融機関 人事部 研修担当者

待望のEPICを部門別研修に導入
弊社は、顧客重視、人が最も重要な財産、互いの尊

敬と信頼などからなる5つのコアな経営理念を持って

おり、外資系企業でありながら、チームワークを重視

する企業風土を培っています。研修についても、この

経営理念に沿った全社向けおよび部門別研修を実施し

ています。DiSC Classicをオンラインで実施すること

の利便さについては、すでに米国のコンサルタント経

由で英語版の導入実績があり十分理解していました。

そのため、日本語版の登場を待ち望んでいたのですが、

それがなかなか出来なかったため、オンライン版を導

入出来ないという経緯がありました。2006年3月に実

施されたサポート部門の研修において初めてEPICを

導入することになったのですが、「待望の日本語版オ

ンラインDiSC Classicの登場」と言えるものでした。

この研修の参加者は、アメリカ、イギリス、香港、

日本等の多地域からであり、研修時間も2時間、テー

マはチーム・ビルディングが主であり、研修効果に加

え時間効率が問われる環境でした。そのため可能な限

り事務的作業を合理的に進めたいということがあり、

EPICの日本語と英語のアカウントを弊社で取得し、

HRD社にアクセスコードの発行を依頼せず、社内で

参加者にアクセスコードを発行しました。

短時間で最高の研修効果、運営課題を改善
EPIC導入による最大のメリットは、短い時間内に

学習効果が高いグループ演習やロール・プレイなどを

取り入れられることです。弊社の研修では、実施時間

が平均2～3時間ということが多く、DiSC Classicのプ

ロフィール回答を研修時間内で行っていると、主要な

チーム内コミュニケーションなどの具体的な研修テー

マに時間を割くことが出来なくなってしまうのです。

従来のブックレット版で時間短縮をする場合は、研

修を実施する前に小グループに分けて参加者に集まっ

てもらい回答してもらうか、説明文をつけて社内便で

配付し回収する必要がありました。どちらの場合も手

間がかかり運営上の課題となっていました。

その点EPICは、Web上で回答についてのインスト

ラクションがあり、アクセスコードを発行すれば参加

者は自分の都合の良いタイミングで回答・プロフィー

◆ HRD社からのメッセージ

EPICは、トレーニング時間の有効活用のほかに、結果レポー

トを読み込んだ上で事前課題として提示できるため事前の動機づ

けが可能になることや、当事例のようにアカウントを取得するこ

とで｢いつだれが回答したか｣をリアルタイムでレポートされ管理

者は分析結果を見ることができます。すなわち参加者の傾向性を

事前に知ることで効果的な準備が可能になるなどのメリットを、

ファシリテーターにもたらします。

ル・レポートの受け取りができますし、研修当日に参

加者は自分の分析結果をプリントし持参するというこ

とも可能です。締め切りを過ぎても回答しない者につ

いては、EPICのシステムからリマインダー・メール

を送信することも出来ます。このようにEPICは、事

務的作業の面でブックレット版に回答してもらうこと

に比べて大きな改善を図ることが出来ました。

改善されつつある今後のEPICに期待
しかし、実際に使用してみますと、改善してほしい

点も出てきました。マニュアルがまだまだ不十分なと

ころがあり、整備していただきたいと思いましたが、

現在整備をしている最中ということですので、更なる

改善に期待しています。また、Web上の説明が英語の

ため、言語に不安を感じる方には使い勝手がよくあり

ません。プル・ダウンメニューの選択肢についても、

もう少し細い設定が必要かと思います。メニュー・タ

イトルも内容と一致していないと感じる箇所もあり、

全ての機能を理解するには時間がかかるかもしれませ

ん。改善が見受けられた点については、以前は、参加

者にアクセス・コードを送信する際のメッセージなど

は、プロジェクトごとにメッセージが保存出来ず、違

うプロジェクトのためにアクセス・コードを送信する

度にメッセージを書き換える必要がありました。現在

はプロジェクトごとにメッセージの保存が出来ますの

で、便利になりました。また、終了済みのレポートが

整理できず、必要なくなったレポートについても全て

システムのフォルダーの中に保存させているという問

題点がありましたが、現在は整理しやすく改善されて

います。今後、ますます使い勝手の良いツールに仕上

がっていくことと期待しています。
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発表事例 2

ついつい遅れがちになる。プランニングやスケジュ

ーリングの技術、妨害などにどう対処するかが大き

な問題となると思われます。

「突然の来訪者」への対応、「多くの会議や報告書」

など緊急ではあるが、重要でない事項に関しては、

権限委譲することで、効果性を高めることができる

はずと捉えました。

実際にTMPを使ってみると、短い時間で効果的

なグループディスカッションにするために、ハンド

アウト資料上の質問数の削減、質問内容の改善など

が浮かび上がってきました。それらの改善提案とし

ては、HRD社に対しては、ハンドアウト資料のパ

ワーポイント化が望まれます。

Outlookによる活用事例の発表、役に立つヒント

集の作成などを通じて、成功体験のシェアが可能で

あり、プランニングやスケジューリングについて、

参加者の意識改革が実現できたと思っています。

緊急性と重要性の2つを軸にタイムマスタリーを行う
AIG株式会社能力開発部 トレーニング・マネージャー　新條千佳子氏

◆ HRD社からのメッセージ

社内講師によるTMPを利用したタイムマネジメントセミナーを

実施するまでの、事前準備、トライアル、改善など、すべてのプ

ロセスを紹介していただきました。それだけでなく、グループ討

議の時間、ハンドアウト資料の質問の編集など、さまざまな改善

提案も出していただきました。この発表を受け、HRD社では、ハ

ンドアウト資料を編集可能にするパワーポイント化を実現してい

ます。また、セミナー時間の有効活用及びセミナーで扱わないカ

テゴリーへの興味に対応する目的で、TMPの事前配布、事前回答、

事前読み込みの有効性も証明されました。

新條氏は、その後も部署単位のセミナーを実施されており、そ

の現場からセミナー効果を喜ぶ報告も受けています。

アクションプランを自分でつくれる魅力
私たちは、外資系保険・金融会社AIGグループの

正社員の教育を担当しています。

時間管理の導入にあたっては、「自分が時間管理

できていないのに、おこがましい」という思いがあ

って、なかなか踏み切れなかったのですが、会社か

らの強い要望があり、どんなツールがいいのかの検

討から始めました。

なぜ、HRD社が推薦したTMP（Time Mastery

Profile®）に決めたのかというと、診断後のアクシ

ョンプランが自分で作成でき、自分で納得したもの

だけ行えるという点が魅力でした。次にシステム手

帳とリンケージしていないため、自由度があったこ

と、そして、これはHRD社の「NEWS LETTER」

のTMPの商品紹介にでていたのですが、「仕事の生

産性と個人的な関心事の両方が満足できる」という

点に惹かれました。

十亀取締役からは、「時間管理ツールは、ともす

ると、ワーカーからは企業経営者が時間を効率的に

使わせることによって、さらに過剰な労働を用意す

ると考えがちになる。しかし、本来の目的は時間の

効率的な使い方によって、自分の仕事の重要性を高

め、成果をつくりだし、自分を大切にすることだ」

とお聞きしたことも大きかったです。

そしてセミナーコストが教材費のみで、リーズナ

ブルであったことも決め手になりました。

ハンドアウト資料のパワーポイント化を
準備プロセスとしては、カテゴリーの選択として、

優先順位の決定、プランニング、スケジューリング、

邪魔・妨害・中断への対処、権限委譲の5領域を選

びました。その中でも優先順位を具体的な改善のヒ

ントの最上位に位置づけることにしました。

さらに、時間管理のマトリクスに関しては、「緊

急性と重要性」の2つの軸でタイムマスタリーを行

うことが大切であるという認識に立ちました。たと

えば、重要ではあるが緊急性がない「人間関係づく

り」「リーダーシップ」「勉強や自己啓発」「改善」

などは、「締め切りの迫った仕事」「せっぱ詰まった

問題」などの重要で緊急性のあるテーマに比べると、
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管理の実践状況をシェアし、課題達成に向けて討議

したり、8要素とDiSCの強みを、実践でもグループ

ワークでもできているかをお互いに点検する作業を

行っていきました。

8要素とDiSCを活用した目標管理の実施を研修生

が共有することなどを目的に、研修には中間報告会

を設けています。

このような研修によって、ナースのリーダーシッ

プに対する意識が高くなり、明確なビジョンを持ち、

自分が何をすべきなのかの自覚が明確化されてきて

いることが、大きな成果といえるでしょう。

なお、聖マリアンナ医科大学病院の事例に関して

は、次ページで詳しく展開します。

DiSCで行動特性を把握、

8要素でリーダーシップを学ぶ

私たちの病院は、川崎市の中核病院であり、ナー

スの役割に関する自覚などこれに対応した教育が必

要になっています。今回のDiSCフォーラムでは、

中堅ナースのリーダーシップを育成する研修の紹介

をいたします。

当病院では、6年前からDiSC研修と「効果性の８

要素」をリーダーシップ研修に取り入れているため、

ほぼ共通言語化しています。DiSCを取り入れる前

は、交流分析を導入していたのですが、この手法で

は極限状態を経験しているナースが個人的に追い詰

められ、落ち込んでしまうケースもたびたびありま

した。そこで、良い、悪いという判断基準ではなく、

行動特性として理解しながら仕事に適応できる

DiSCに代えたところ、そのような状況が生まれる

ことはなくなりました。

今回の研修の対象となるのは、上司の推薦による

職場のリーダーシップを期待されるキャリア3年の

ナースで、なおかつ、研修の成果を職場に還元する

意思のある者となっています。

研修目標は「上司にリーダーとして何を期待され

ているかを認識する」「DiSCを通して自分の仕事ス

タイルを知り、活用する」「効果性の8要素を学び、

リーダーシップとは何かを学習する」「目標管理を

通して、職場でリーダーシップを発揮する」ことで

した。

スキルが習慣化されるまで、
繰り返し実践する
研修スケジュールは2006年4月から9月まで、個人

目標を立案したり、看護師長によるDiSC研修や

HRD社の十亀取締役からリーダーシップに必要な8

要素の講義などを受けました。さらに、スキルが習

慣化され実践的に身につくまで個人目標の修正とグ

ループワークを繰り返し行っていきました。

グループワークでは、アドバイザーがついて目標

DiSCフォーラム

DiSC行動理論と目標管理を活用した
リーダーシップ研修の評価

聖マリアンナ医科大学病院看護師長　伊藤正子氏

◆ HRD社からのメッセージ

聖マリアンナ医科大学病院では、院内の研修を6年間にわたって

検証し続け、院内のフォローアップ体制を構築しています。研修

の効果は確実に目標達成に結実していて、「忘れられる知識」で

はなく、身についた「態度」「スキル」「知恵」にまで高められて

いるところに、同病院の研修の特徴があるといえます。

そして、研修受講者に対して、事前にどのようなフォローアッ

プの仕組みを準備すればよいのかを企業の研修導入者、実施者双

方に貴重なヒントを示しているのです。



まず、聖マリアンナ医科大学病院のリーダーシッ

プ研修が素晴らしい成果をあげていることに、同病

院の人材教育に携わったものとして非常に感動して

います。

6年前から聖マリアンナ医科大学病院のリーダー

シップ研修に携わってきましたが、2006年11月、中

間成果発表会に呼ばれ、研修を受講したナースの意

識が目に見える形で変化し、成長していることをそ

の席で実感いたしました。

中間成果発表会は、セミナーを受講後4回にわた

るグループワークセッションを経て、ナースが立て

た個人目標を達成したプロセスを発表する会です。

7グループ、合計40数名の発表がありました。口頭

発表、レジュメ配布、パワーポイント、現場のロー

ルプレイングなど発表形態はさまざまでしたが、4

ヶ月前の研修で見たときより、格段に成長した姿が

そこにありました。それは個人目標を達成するため

に先輩や上司など多くの人とコミュニケーションを

とり、知識、スキル、環境の向上に成功した自信な

のかもしれません。

今では、研修に参加したナースが、月刊のNEWS

PAPERを創刊するほど意識化されています。この

PAPERは、褥創患者（床ずれ）に対しての処置、

ケア、対処、予防などのついて、皮膚係の中堅ナー

スが新人のナース及び他病棟に知らせていこうとい

う内容です。

リーダーシップ研修は、ナース歴3年内外の、ま

だ職制としてはリーダーになっていないナースを対

象とした研修ですが、創刊されたPAPERを読むと

すでにリーダーシップ精神が培われ始めていること

が伝わってきます。これもほんの一例です。

仕事の内容、性質が違うので一概には比較できま

せんが、企業の3年生社員がチームの仕事の改善の

ためにPAPERを出すことを想像すると、なかなか

できることではなく、そこまで意識を高めていった

リーダーシップ研修の成果の表れを見て取れます。

そして、このような成果を生み出したのは、最も

激務をこなしている看護師長自らが中堅ナースのリ

ーダーシップ教育を強力にサポートし、取り組まれ

たからにほかなりません。この現実を見せられると、

企業の管理職が「忙しさ」を理由に、部下の人材教

育に取り組めないなどとはとてもいえないと痛感い

たしました。

聖マリアンナ医科大学病院の中堅ナースリーダー

シップ研修が成果をあげた要因に、ボトムアップ型

の職場改善に結びつけたことがあげられます。

変化の激しい環境の中で、病院に対する患者や地
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DiSC研修と「効果性の8要素」を活用、
目標管理を実現。

中堅ナースがリーダーの自覚を身につけ、
スキルアップするまで。

HRD社取締役十亀敏明は、「DiSCフォーラム・事例発表」で紹介
した聖マリアンナ医科大学病院の人材育成に以前から携わってお
り、同病院の中堅ナースへのリーダーシップトレーニングの実績
を目のあたりにしてきた。質の高い目標マネジメント、看護師長
など現場責任者の研修への情熱、それに応えていった中堅ナース
の努力など、一般企業でも大いに参考になるだろう。なぜ同病院
のナース研修はその成果をあげているのか、要因を分析してみる。

看護師長、中堅ナースの熱意と努力が
生み出した成果

ボトムアップ型の職場改善、
定着率の向上をめざして



域のさまざまなニーズに応えるためには、現場ナー

スが自ら新しい知識やスキルを自発的に修得した

り、積極的に職場の改善提案などを行うことが求め

られていました。

また、慢性的なナース不足にあって、聖マリアン

ナ医科大学病院でも、ナースの育成と定着率の向上

が急務でした。ES（従業員満足度）の中でも、ナ

ースが患者や職場における人間関係の「満足」「不

満足」項目のそれぞれトップになっており、人間関

係が重要な要素であることを示していたのです。

この二つの問題のソリューションには、トップダ

ウン型ではなく、ボトムアップ型の研修教育が必要

だったのです。同病院では、ボトムアップ型による

研修教育により、自ら問題を発見し、自ら解決を図

る「自立したナース」を創出しようと考えたのです。

自立したナースによる職場改善は、変化する病院

環境や看護環境に対応する知識、スキルを身につけ

させるだけでなく、人間関係の解決に大きな役割を

果たします。同病院では、職場の人間関係を改善し、

働きやすい職場環境を創出することによって、課題

となっている定着率の向上を図ろうとしており、そ

の成果が出ています。

そして、トップダウンの命令系統では決して実現

しない、病院としてのクオリティ向上が形となって

表れてきました。

研修の内容においては、導入したDiSCトレーニン

グと、ビジョナリー･リーダーシップ・セミナーは、

ナースの目標管理活用リーダーシップ研修に大きな

成果をもたらしました。成功の要因には、年4回行

われたグループワークセッションが大きく関わって

いると思われます。

2006年度は6名構成で7グループがグループワーク

セッションを4回実施しています。このセッション

には、研修委員会の看護師長がそれぞれファシリテ

ーターとして入りました。

ナースたちは、前回のグループワークセッション

以降の活動を持ち寄って、目標達成の進捗状況を確

認しあい、グループメンバーの進捗状況に刺激を受

け、そして動機づけられていきました。進捗状況を

確認する中で、「うまくいった原因」「うまくいかな

かった原因」をお互いに情報公開し、その際

「DiSCの違い」「8要素の発揮の仕方」が共通の指標

として使われていきました。

ナースたちが職場で抱える人間関係は、後輩、同

僚、先輩、上司など幅広く、トレーニングのコミュ

ニケーションがとりづらいのですが、同病院では

DiSCと「効果性の8要素」の共通認識があるため、

比較的スムーズな意思疎通が図れたのも成功の一因

といえるでしょう。

自立したナースの育成は、病院という組織にとっ

て大きな目標達成事項です。その重要案件にDiSC

研修とリーダーシップ研修が必須のプログラムとし

て組み込まれ、かつその効果を測定し、成果を挙げて

いることは特筆に価します。ともすれば、導入され

た研修が組織の目標達成に貢献せず、研修の効果を

悲観する声が聞こえる中、同病院のリーダーシップ

研修は企業内研修のあり方に一石を投じています。

聖マリアンナ医科大学病院の看護部長を務めてお

られる陣田泰子さんに『看護現場学への招待』（医

学書院刊）という本があります。その本の中で、陣田

さんは看護エキスパートになるための要件は、勤務

経験の長さではなく、現場から学んだことを概念化

する意識があるか、ないかだとおっしゃっています。

「病気もまた、人生において重要な意味を持つ。患

者が病気を受け入れ、向かい合っていくプロセスか

ら、奇跡とも思える治癒力を見せる看護の究極の目

的は、現場（患者）から学び、患者のセルフケア能

力をひきだすこと」といわれます。

どんなに経験を積んでも、現場から学び、人に伝

えられるくらいに概念化できなければ、それはただ

年数を過ごしているだけともいわれます。

いま、企業の一線に立っている幹部社員に、こう

言い切れる経営者がどれだけいるでしょうか。聖マ

リアンナ医科大学病院の人材研修教育からは多くの

ことを学ぶことが可能です。
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グループワークセッションが成功の要因

企業内研修のあり方に一石を投じる



DiSCExtra How good is EPIC？

EPIC（Electronic Profile Information Center）

を実際に導入した企業、組織にその使い勝手をお聞

きしました。総じて時間の有効活用、参加者の意識

向上など、Webバージョンへの期待が高いことが

伺えます。

参加度高く、コミュニケーションが活発に
株式会社モントグローブ ジャパン

代表 内山　宗生氏

当社ではKAM（キーアカウントマネージメント）を

学習目的とした3～4日のリーダーシップトレーニン

グの初日にDiSC Classic1.0を利用したカリキュラム

を日本のバージョンとして開発し運営しています。

DiSC Classicのブックレットの同時進行で回答さ

せる手法は、経営陣等の対象者によっては非常にパ

ワフルで効果性が高いといえます。

EPICの価値は、自分の分析結果について事前に

読んで集まるので、参加度が高くアイスブレークの

必要がありませんでした。参加者同士のコミュニケ

ーションがスムーズで、早い段階でパートナーシッ

プが発揮されるところが魅力です。

（当記事に関するお問い合わせはHRDへ）

回答時の間違いがなく、
研修の効果がアップ
Hara & Company有限会社　

取締役 原みどり氏
URL:http://homepage2.nifty.com/theharas/

EPICはこれまで2回利用し、研修実施時間は各4

時間でした。最大のメリットは、回答時の間違いが

ないことです。ペーパーだと「コインでこする」と

いくら伝えてもペンでこする人、「Yes or Noではな

い」といっても全てにYes or Noで回答してしまう

人が出てしまいます。

ペーパーバージョンの良さは、同時進行で説明・

回答・分析・説明を聞くことで、徐々に理解が深ま

り、一体感が生まれることです。さらに、同じ設問

に回答しているにもかかわらず、異なる結果が出る

ことで、傾向性の違いを認識・理解する助けとなり

ます。

それでも、ペーパーでの間違いを指摘・修正した

り計算をサポートしたりすると、他の方を待たせる

など、トレーニング環境と時間の管理が難しくなり、

研修の効果性にまで影響しかねません。総合的に考

えると、時間があっても、EPICを使うほうがメリ

ットは多いと思います。

グループ・エクササイズ
およびロール・プレイまでを実施
大手グローバル金融機関　人事部　研修担当者

弊社では研修に利用できる時間が通常2時間から3

時間と制限されています。そのため 受講者が教室

に集合して受講するからこそ出来る部分、エクササ

イズや、ロール・プレイ、チーム・ビルディング的

要素のものを研修時間内に組み込みたいと考えてい

ます。そのため、受講者に研修時間内にDiSCを 回

答してもらう時間を設けるのは難しく、これまでも

従来の DiSC Classicを事前に受講者に配布し、回答
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Ｗebバージョンへ、
これだけの期待の声が寄せられています。

DiSCExtra How good is EPIC？



してもらっていました。 その場合、教室内で一同

に回答してもらうのと違い、個人個人からDiSCを

回収することに非常に労力を費やすことになりま

す。Webバージョンを導入した経緯は、そうした事

務的作業の大幅な軽減が可能で、時間を効率的に使

えることが期待できたからです。とくに弊社の場合、

受講者が日本以外の地域から参加するということも

あり、他地域からの受講者に DiSCを回答してもら

いたい場合は時間的なこと、言語的なことを含め非

常に有効的なツールだと感じています。2007年も

2006年に引き続き導入していきます。弊社では社内

でEPICアカウントを持つことにしましたが、いつ

でも自分たちで配信作業が可能で、回答されている

かどうかの確認や、その回答結果もすぐに自分たち

で確認できるので大変便利です。

参加者の傾向を研修前に予測できる
マネジメント・カレッジ株式会社

取締役 市場戦略部長 木本幹則氏
http://www.mgtco.co.jp/

EPIC導入の最大の効果は、研修への参加意欲が

増大することです。自己紹介で「iが高い○○です」

などというコメントが出てくるのも、EPIC効果で

しょう。3.5時間で1時間のロールプレイが入れられ

るのも効果的です。事前登録の手間はかかるけれど

も、研修前に参加者の傾向が分かり、質問や反応を

予測できるので、運営準備の参考になったり、デー

タが残るのもWebバージョンの良いところです。

早大、南洋工科大両校のビジネススクールで
EPICを実施、参加者に大好評
早稲田大学大学院アジア太平洋研究科教授

梅津祐良氏

早稲田大学ビジネススクールとシンガポールの南

洋（ナンヤン）工科大学のビジネススクールは昨年

8月から新しいMBAプログラムを立ち上げました。

初年度は13名の多国籍の大学院生（シンガポール・

日本・アメリカ・インド・マレーシア等）がインテ

ンシブなプログラムに積極的に取り組んでいます。

昨年12月には早稲田大学から、杉浦正和教授ととも

にシンガポールに赴いて、“Best Practices in

Human Capital Management”（人的資本マネジメ

ントのベストプラクティス）のコースを教えてきま

した。

このなかで、事前課題としてDiSCを実施し、参

加者の間で大変に好評を得ました。DiSC は各学生

の自己理解に役立ったのみならず、お互いの共通言

語となり、コースの間中、学生間で“D-i-S-C”とい

う言葉が飛び交い、効果的に相互理解と学習を進め

ることができました。Webを使ったEPICを実施し、

シンガポールから各学生が e-mailでデータを送り、

即座にフィードバックを受け取れたことで、学生か

らも高い評価を得ました。オペレーションもスムー

ズで負荷を感じることもなかったようです。DiSC

Alive! というDiSC の専用DVD も紹介し好評を博し

ました。大学院においてもDiSCがきわめて有効で

あることが確認されたのです。
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◆ HRD社から

Webバージョンの教材活用は、幅広い教育ニーズや環境に順応し

やすいスタイルを構築できます。さらに、情報の蓄積や組織の傾

向性分析に役立ちます。

ただし、分析結果はあくまで個人情報であることやDiSC理論の

本質（多様性の価値等）を忘れずに管理・運営していただきたい

と思います。

データがあるサーバーの管理はインスケープ社が責任を持って

行なっていますが、お持ちのアカウントIDやパスワードは厳重に

管理してください。



DiSC Classic 1.0に続いて、「DiSC PPSS」

がEPICに搭載されました。これによって、研修参

加者やEPIC管理者は、DiSCの分析レポートを即座

に入手することが可能になりました。詳しいご案内

は、今後、認定資格者専用サイトに掲載いたします。

HRDが講師とプログラ

ムを提供、日欧のビジ

ネス人材の育成に注力

経済産業省とEU（欧

州連合）との共同運営

機関である「日欧産業

協力センター」が主催

する第41回「EUジョ

イントセミナー」が

2007年1月31日～2月3日まで開催されました。

将来の日本とEUとの産業協力を担う人材の育成

を目的としたセミナーでは、実務と講義を有機的に

関連させた内容で、1987年より過去40回のコー

スで、500人以上の欧州ビジネスパーソンと、同

数の日本人ビジネスパーソンが参加しました。

HRDはこの中で、講師とプログラムの提供及び

日本側参加者のアレンジメントを担当し、日欧のビ

ジネス人材の育成に注力しています。

TMP（Time Mastery Profile®）のセミナー準

備の方法を学習するTMPワークショップが、

2006年10月から開催されています。月1回のペ

ースで、これまで4回実施されてきました。毎回、

2～3のカテゴリーを扱い、TMP・ファシリテータ

ーキット・ハンドアウト資料・及びパワーポイント

を確認しながら、セミナー運営で準備すべきことを

学習しています。第5回（2007年2月）、第6回

（3月）で予定コースが終了します。

参加メンバーからのアイデア、感想、質問を共有

しながらの学習スタイルは、思わぬ収穫もあり好評

で、4月以降の第2回ワークショップ（6回コース）

も検討しています。

●個人情報保護に対応したITセキュリティーを構築

HRD社では、個人情報保護に留意し、ITセキュ

リティーを構築しています。個人情報は専用サーバ

ーで管理し、管理ルールも徹底、特定の個人以外か

らのアクセスをシャットアウト。個人情報の漏えい

防止を推進しています。

HRD株式会社　〒135-0047東京都江東区富岡1－18－17 富岡和倉ビル　TEL03-5620-4851 FAX03-5620-4852 http://www.hrd-inc.co.jp

HRD INFORMATION

DiSC理論とDiSC Classic (PPS)を始め

とするさまざまなラーニングインスツルメ

ンツを体験、学習し、修了するとDiSC商

品の取扱購入資格が取得できる「DiSC認

定セミナー」の2007年の日程が決まりま

した。

●時　間　9：30 ～17：30

●会　場　東京地区／オフィス東京

関西地区／クレディホール

2007年度DiSC認定セミナー日程決定

EUジョイントセミナーの開催

DiSC PPSSがEPICに
搭載されました！

TMPワークショップが開催されています

東京地区
【第75回】2007年1月16日(火)～18日(木)
【第76回】2007年3月13日(火)～15日(木)
【第77回】2007年5月15日(火)～17日(木)
【第78回】2007年7月10日(火)～12日(木)
【第79回】2007年9月11日(火)～13日(木)
【第80回】2007年11月13日(火)～15日(木)
【第81回】2008年1月22日(火)～24日(木)
【第82回】2008年3月11日(火)～13日(木)

関西地区
【第26回】2007年2月1日(木)～3日(土)
【第27回】2007年6月20日(水)～22日(金)
【第28回】2007年10月17日(水)～19日(金)


